
矯正治療の時期
◼ 顔面の発達

◼ 全身発達と顔面の発達、性別

◼ 反対咬合症例

◼ 上顎前方牽引+チンキャップ

◼ 改善後
◼ Full bracket system
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【矯正治療のリスク副作用等】

治療上のリスク副作用としてカリエス、歯根吸収、歯肉退縮、顎関節症、失活歯、
クラック、根の露出、骨隆起などが起こる可能性があります。このようなリスク副
作用が起こらないよう、注意深く最善を尽くして治療しております。
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良い結果を得るために

◼ 医療には、限界があります。

◼ 医療は、患者さんと医療担当者の間に、相互信
頼がなければ成立しません。また、物の売り買い
とは違い、お互いの努力と協力がなければ、良
い結果をえることは出来ません。

◼ お互いの信頼感に基づき、患者さんに喜んでも
らえるような結果をえるため、お互いに努力し
ま しょう。


